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鼠吸品 JDJagiorchis~uris の産卵に於ける

日々の愛動に就て

1. 砕米又は燕変て飼養した廿日鼠に於ける場合

山下究郎

臼t海道大皐農準部動牧嘩敬室〉

Studieson the daily fluctuation of the egg production 

of the tat trematode， PlagiQJ・chis仰 'lt1・is(Tanabe). 

I. On a case in the white mouse supplied with the crashed-rice or oat. 

By Jiro Yamashita 

寄生散の臼 kのEF:卵敢に;就ては従来ほぼ一定

すると云うもの，或は鑓動があるとするもの様々

である。 Brown(1927)ほ胴議に就て単調寄生の場

合の外，鈎虫及び鞭虫との重複寄生の場合でも蜘i

鼠の産卵には案外動揺が少ないが，宿主の 1日の

排便量や畑掻の産卵には多少の鑓異があるので，

特に計算じ得た日 kの虫卵童文を持続する 3日又は

6日毎に千均すれば非常にrEしい産卵欣態を示す

と述べているが，浦池 (1942) は削品の雌記長一各 11r~1

体の寄生例の観察に於て，自国最の産卵には一定の

消長があり， 25日rmに亘る計算では 6日目毎に最
大の産卵童文を示し， その日から 2~3 日毎に最小

の産卵裁を示すと云う。而もとのととは雄品排出

後不受精卵を混じ或はそれのみになると虫卵裁

は一定し，泊、長は見られす全体として減少する

と述べている。鈎誌については割合にとのような

日々の産卵の動掃が少いとされているが，とれと

てもアルコ{ル性飲料による産卵抑制叉は犬鈎品

忙脅する牛肉禽による産卵抑制等の事賓が知られ

ている。

以上のととからすれば一定食餌による場合の

寄生t誌の日々の産卵裁の異縫は少ないとしても，
多少の動揺は菟れないもののようである。又との

反両寄生品の産卵が宿主の、泊化管内に入り来る物

質の影響をうけるととも事賓のようである。何れ

にしても寄生品の日々の産卵敢に就ての従来の観

察の封象はk~~晶敢に置かれている。そとで筆者は

吸品敢に就てのとの種の観察の必要を感じとと

に Plagiorchismurisに就て本問題の検討を試みると

ととした。今回はその第 1段昨'1として普通実餌に

よって飼養されつつある廿日.GtK就て賞験的観察

をえにした成績を報青し度いと思う。

材料及び方法

寛験動物としては廿日鼠を使月jL，飼料は伴

米叉は燕萎を主体とし，とれを煮て 1頭に付き 1

日量として歪1ばいを給し，時々クローパー又は

キ+ベツの葉小量を興えて水分の柿給をたした。

今回の観察の封象とした寄生識は1{を主要宿主と

し， コウモリ，スズ、メ及び犬をも杭主とナる.lR吸

品 Plagiorchismurisで，本晶の第 1中間宿主で、ある

モノアラガイを採集し， 71'(道水に盛った小長シγ

-1.〆?と牧容し， 7KヰlK昨日1ずる成熟ケルカリアを

守集め， J象め水晶の第2中間杭主であるユスリカ!4J

品を容れた別のノj、形シャーレの水中にピペットを

以てケルカリア浮瀞j夜を数泊~1ltj下してユスリカの
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本品感染を計り 1週間後被嚢幼品の成熟を待っ

て感染ユスリカ劫品2-31Jf宛を 5頭の廿日鼠に'

興えた。 2主治*品の感染に先ちとれらの廿日五1の

糞便検査をなし，本品の玩感染の有無を精資した

ととは云うまでもない。然しその際縮小係品 (H.

diminuta)の品卵を認めたもの 1頭(No.4)，五(牒品

(8. 1/luris)の品卵を詮i列したもの 2頭 (No.2及び

No.5)があったが，寅験蛍初は他の目的からとれ

らのものを総て伎肘するとととしたが， Plagiorchis 

1/lurisの人工感染 1週間後には No・4廿日j誌の糞便

中には縮小f食品卵の著しい増加が見られ，又No.5

廿日鼠糞便中には鼠暁品卵の激増を認めた岱， No・

4及び No.5廿日鼠は本質験翻察からは除外した。

然しとれらのものも解剖の結果就に今回の人工感

染による P.11lurisの感染が認められ， No.4廿日

以よりは 5側休 No.5よりは 3111;J体の P.川uris

の成熟じた晶体が検出された。

な必質験的観察を地税した共他の 3~誕の廿日

以に就ては感染査晶体の完全な成熟を仏つ危に7象

備賞験は感染後10日日より，叉コド賓験は 15日口

より糞便内最卵排出快況の視察をfcJfl始じた。糞便

中の品卵主主は推定計・算によらや，総て貫教者と計算

した。而も糞{更は試験管内溶解等による品卵の管

壁附着或は管内残留さ主の震の品卵計算漏れを防止

する目的から，糞塊1筒に付き 8-10枚のスライ

ドグラスを用意:し， 夫々 1-2話jの水道水を滴下

しとの7J'dIIlj中で、糞塊をi容解し，直ちにカパ{グ

ラスを施して鏡検の上品卵童文を計算した。

費験成績

〔諌備費験1.J廿日鼠の日々排他する糞塊敢は

飼料を一定にしその長及び、給興時間を--5tにし

ても各例休間に於てかなりの主異が見られるが，

|司一個体の糞塊童文はとのような後件下に於ては健

康欣態に著しい相違を来さぬ限り，ほ段、一定して

いるようである。著者は先寸寸l~ 日以によって同日

内に排il止された各糞塊中に P.l1Iurisの品卵が如何

に分布するかを9;11る協に No.2 -U~ 日以の同日内

に排世した糞塊13筒に一就て各合有品卵裁を計算し，

た結果下記第1去の女fIき成績を得た。

第 1去の成績は各奨塊共何れも近似した111'iを

第 1表 ハッカ鼠!日分の各糞塊に

於ける P.mur犯の品卵般

糞塊No.I 撒卵殿 l業活ふ!織卵鍛
67 7 60 

2 59 8 58 

3 63 9 62 

4 59 10 65 

5 日8 11 63 

6 56 12 59 

示じている。即ちとれによれば同一廿日以によっ

て同日内に排世された各糞塊内にはほぼ同敢に近

い品卵が含有されるものと考えられる。

〔競備費験II.J 多くに 1糞塊内に於て本吸お卵

が如何に分布しているかを知る矯に 1糞塊の外

!奇，中居， 1架部の3部に分けて夫kの含有する品

卵童文を計・算した。 との場合の糞塊はやや硬い日の

ものを選ぴ，スライドグラス上に滴下した水中で、

回輔させれば容易に外j骨は剥離する。三たに11阪弐新

しいスライドグラスに移しつつ建部の糞塊を回押

させ，中府部及びi楽部の根本を得る。とのように

して符た各部の合有識卵童文は第2去の如くである。

第 2表 糞塊内品卵の分布状態

糞塊NoiZZ昼iSZ長lLH益l計
9 15 35 54 

2 7 15 32 49 

3 5 12 33 日0

4 35 62 178 275 

5 20 43 108 171 

即ち糞塊の外府部に含まれる P.11Iurisの品卵

は最も少く，中府部に於ては外!斉部の約21喜の品

卵を合み， i楽部に於ては更に中崎部の 21在jう至3

倍弱の品卵をこ含むととがIlflかである。杭主三の大腸

に寄生する寄生品の排出品卯は糞塊の外去に多数

見られるものであるが，小腸内寄生品の場合は糞

塊の外表部には少数の品卵を見，糞塊のi楽部に多

いのが今まで、に知られた共通の現象で、あって， l;;I 

主のノj、股上部に寄生する Plagiorchis11Iurωも亦今回

の観察によって上記の事寅を支持するものである

ととをf!月かにした。

〔本費験〕脂肪性飼料又は動物性飼料を含ま
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第 1圏 第3表闘示

ぬ飼料を以て旬育された廿日以の腸管内に於ける

Plagiorchis murisの産卵敢に日々の鑓動がるるかど

うかa:検する簡に， 日々排I位される~HI!内の本最

の品卵教を計算した。既に著者ば7剥iR質験Iによ
って同一宿主から排j世された同日内の各糞塊の1m
には含有品卵敢に考慮すべき=jf:.:異がたいととを知

ったので，本賞験に続ては毎日排池される糞塊中

より毎日午前10時現在に於て最も新鮮と思われた

糞塊 1伽1~と選定し， ととに含有された P.71lurisの

晶卵を計算し， 32日間に豆り日々の糞塊1筒中の

品卵教を比較した。その結果は第3去に示す如く

でるる。

な3なとれらの結果を杭l示すれば第 11品iの如

くでるり，廿日鼠 No.1に於てはあまり判然とし

たいが，他は蹴ね1週間特に大きなi皮頭があらわ

れ，その問に小さなiP，z'/J>現われる。即ち五;{~及品

Plagiorchis murisは概ね1筒月間に 2回jう至 3回の

産卵旺盛期を有するものとJ且われる。而も今回の

成績からすれば後方の波頭はやや乱れ勝ちである。

本品は感染後約 5~6 日日より産卵を開始するも

のであり，而も今回の観察は産卵を始めてから15

日日より開始しているので，従って観察格了日は-

本品の産卵開始後47日日に相賞するわけである。

そとで、」二記の如き 2回の波頭の中後方のものがや
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第 3表 毎日 I糞塊中に含有する

P muris地卵鍛

~ヲヵ鼠NO.l I ノ、ッヵ鼠叫ハッカ鼠 No.3

l 9 40 26 
2 .17 73 23 

3 21 96 32 
4 7 65 31 

予 5 68 18 

6 7 117 23 

7 6 171 23 

8 6 261 70 

9 7 275 51 

10 6 250 日0

11 ヲ 244 52 

12 2 250 48 

13 l 25 7 

14 24 9 

15 2 66 11 

16 10 F 

17 2 73 42 

18 11 95 45 

19 57 20 

20 2 67 19 

21 59 20 

22 3 298 25 

23 4 225 35 

24 6 107 8 

25 4 144 12 

26 5 104 47 

27 6 219 62 
28 3 172 50 

29 2 119 43 
30 3予 8 
31- 2 52 9 
32 6 186 22 

や信Lれ勝ちになる成績を示したととは，

本品の寄生期間が長びくに従い産卵も

不規則になるととを物語るものかも知

れないが， との黙については長期間に

亘る翻察によって後日解明し度い底で

ある。

なたとれらの観察格了後3頭の廿

日鼠を解剖した結果， No.1からは 1伽l

f本， No.2からは811占H本， No.3からは

2伽i休の P.lllurisの成品が致見された。

とれらの晶体によって産出された日々

の品卵童文の糞便 1 塊 ~I:l の 1lÎlが第 3 去に

記録されたのであって，各廿日.Gt別の

32日間のとれらの値の平均と 1日分

の糞塊要t!tJiび、に寄生品休敢を考慮すれ

ば本品l1!1rl体の 1日の産卵主主(E.P. D) 

は現在の底概ね 200前前後と推定され
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るが，将来な:j2;-多数例に就て検討し度いと思う。

綿括

(1) 廿日以の同日内に排池された各誕地中に

含有される Plagiorchis11lU巾の品卵敷は近似する。

(2) P. 1Jlurisの品卵は-u-日鼠の糞塊の深部に
最も多く存し，表居にゆくに従い減少する。

(3) P. 11lurisの産卵敷は日によって異り， 産

卵旺盛期は1筒月の中 2-3回存在する。

(4) P. 17Iuris 11同体の1日の千均産卵童文は概
ね平均 200筒前後と推定される。
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Resume 

Three white mice were given the midge larvae which artificially infected the metacercariae of the rat 

trematode， PlagiorchiS 11Iuris， and the number of eggs of this trematode in the faeces of the host was counted. 

Each faeces of a white mouse which was discharged wi'hin a day included almost same number of 

eggs this parasite， and the faeces was included the most number of eggs in the deep part， and the eggs 

decreased in number gtadually to th巴 surfaceof the faeces. 80 the writer examined only one fresh faeces 

daily for the investigation of the daily fluctuation of the egg production of this parasite. This fluctuation 

was shown by a wave having a wav巴 crestevery about one week generally. The writer estimates that 

the num ber of eggs p巴rday (E. P. D) of Ol1e specimen ot this parasite is about 200 in average. 


